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【表紙内容】

平成26年12月７日（日）に多目

的グラウンドで第23回きやま

ロードレース大会が行われまし

た。大会当日は天候もよく、

1,387人の参加者は爽快な走り

をみせていました。

成人おめでとう!! ４・５

基山町まちづくり基金事業活動報告会を開催します ６

第47回衆議院議員総選挙 最高裁判所裁判官国民審査 ７

広報きやま
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特集

■基肄城築造1350年 基
き

肄
い

城
じょう

を知る⑥
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講座・イベント

■基肄城築造1350年記念シンポジウムの開催

案内「基肄城を考える―基肄城とは何か―｣ ９

■｢まちなか公民館」展示会のお知らせ 10

■介護予防講演会が開催されます 10

まちの話題

■第６回 ７区シニアの集いが開催されました 14

■15区でおもちゃ（ぱたぱた）作りが行わ
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募集
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祭」の参加者を募集します ３

■参加者募集!!

省エネとアート鑑賞のコラボカフェ 10
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一般

■償却資産の申告はお済みですか？ ６

■基山グリーンパーク内の緑地面積率及び環境

施設面積率の緩和に関するパブリックコメント

(意見募集）について ６

■佐賀県市町交通災害共済の加入手続きはお早めに

〜受付は２月２日（月）開始です〜 ９

■猫は屋内で飼いましょう ９

■多重債務問題を解決しましょう 13

■寄附ありがとうございました 15

■図書館だより 16
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｢
第
15
回
三
養
基
郡
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
｣

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
15
回
三
養
基
郡
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
次
の
３
種
目

で
開
催
さ
れ
ま
す
︒

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
い
大
会

で
す
の
で
︑
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

▽
日
時

２
月
22
日
︵
日
︶

○
受

付

午
前
８
時
45
分
～

○
開
始
式

午
前
９
時
15
分
～

○
競
技
開
始

午
前
９
時
30
分
～

※
種
目
毎
に
行
い
ま
す
︒
総
合
開
会

式
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

▽
場
所

各
種
目
会
場

▽
参
加
資
格

各
種
目
と
も
基
山
町
に
在
住
す
る

18
歳
以
上
の
方

▽
参
加
料

無
料

︻
種
目
︼

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▽
会
場

基
山
町
営
球
場

※
雨
天
中
止

▽
募
集
人
員

24
人
︵
６
人
の
４

チ
ー
ム
︶

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
会
場

基
山
小
学
校
体
育
館

▽
チ
ー
ム
構
成

男
女
混
合
ま
た
は

女
性
だ
け
と
し
︑
１
チ
ー
ム
４
人
︑

補
欠
２
人
の
６
人
以
内
︒

※
ゲ
ー
ム
で
の
選
手
構
成
は
次
の
い

ず
れ
か
に
な
り
ま
す
︒

①
男
性
２
人
・
女
性
２
人

②
男
性
１
人
・
女
性
３
人

③
女
性
４
人

▽
募
集
数

６
チ
ー
ム

◎
ア
ジ
ャ
タ

▽
会
場

若
基
小
学
校
体
育
館

▽
チ
ー
ム
構
成

選
手
６
人
・
補
欠

２
人
︵
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
︶

▽
募
集
数

４
チ
ー
ム

▽
参
加
申
込
み
締
切

２
月
６
日
︵
金
︶

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

基
山
町
教
育
委
員
会

教
育
学
習
課

ま
な
び
・
ス
ポ
ー

ツ
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

にっこり母子保健推進員さん通信⑤

平成26年12月14日（日）のふ・れ・あ・いフェスタでは、赤ちゃんハ

イハイレースと手づくりおもちゃ作りを開催しました。たくさんの方

に参加していただき、ありがとうございました。

ハイハイレースでは33名の子どもさんの参加で盛り上がりました。

家族総出の応援の中でゴールを目指してみんな頑張りました！

今年のおもちゃ作りは、ばねのおもちゃと、クリスマスツリーとス

ノーマンを作りました。クリスマスツリーとスノーマ

ンはそれぞれにかわいいデコレーションでオリジナル

のものができていましたよ。ばねのおもちゃも何度も

繰り返して遊ぶ姿が見られました。

※問合せ先

基山町保健センター

電話９２―２０４５

︿
有
料
広
告
﹀

　
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
小
冊
子

「
失
敗
し
な
い
塗
装
工
事
７
つ
の

防
衛
策
」
を
30
名
様
無
料
進
呈
。

　
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
が
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
の
調
べ
に
よ
る
と
、
昨

年
度
の
相
談
件
数
は
７
２
７
５

件
。
こ
れ
は
、
５
年
前
の
1.3
倍
に

も
の
ぼ
る
。
ペ
ン
キ
を
薄
め
た
り
、

工
程
を
省
い
た
手
抜
き
工
事
な
ど

の
塗
装
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
は
相
変

わ
ら
ず
多
い
。「
大
手
だ
か
ら
」「
知

り
合
い
だ
か
ら
」
な
ど
安
心
し
て

頼
ん
だ
の
に
失
敗
し
た
。
な
ど
の

声
も
よ
く
聞
く
。
こ
れ
ら
の
被
害

は
、
正
し
い
情
報
を
知
る
だ
け
で
、

簡
単
に
防
げ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
小
冊
子

「
失
敗
し
な
い
塗
装
工
事
７
つ
の

防
衛
策
」
を
作
成
。
そ
の
内
容
は
、

①
見
積
書
の
比
較
の
仕
方
②
確
実

な
工
事
を
さ
せ
る
た
め
の
魔
法
の

一
言
、
な
ど
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
今
す
ぐ
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
24
時
間

録
音
テ
ー
プ
案
内
０
９
４
２
（
３

５
）
６
３
８
０
で
簡
単
に
応
募
で

き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
０
７
０

（
５
６
９
８
）
１
０
５
１
ま
で
。

　
久
留
米
市
南
薫
町1513-9

　
加
勢
一
建
装
　
天
野
　
健
志

注
意
！
「
塗
装
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中
！
」

塗
装
工
事
を
す
る
前
に…
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第
１
区

石

松

直

樹

埋

金

佑

二

梅

村

龍

江

藤

智

大

久
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山

健

斗

中

川

雄

平

中

村

健
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和

裕

柗

尾

勇

希

松

下

寿

樹

村

山

達

哉

村

山

広

海

村

山

宏

治

水
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治

樹

小
屋
町

有
里
子

澁

田

裕
莉
香

長

野

知

代

鳥

飼

咲

野

初

村

知

華

横

枕

千

絵

第
２
区

久
保
山

敦

夫

久
保
山

優

也

中

村

匠

吾

松

石

宗

斉

安

永

昂

司

久
保
山

明

歩

寺

﨑

仁

美

中

川

は

な

中

村

さ
や
か

服

巻

華

奈

水

田

汐

里

第
３
区

岸

善

哉

木

村

寿

希

佐

藤

寛

太

髙

田

斗

志

中

原

健

吾

濵

田

公

信

松

石

峻

松

原

健

人

N
G
U
Y
E
N
T
H
I
H
U
E

城

島

由

佳

德

森

砂
知
子

山

本

朋

果

第
４
区

井

手

勇

次

神

代

裕

太

坂

口

充

田

中

達

也

藤

田

宏
太
郎

吉

田

昌

謙

宮

原

浩

輝

久
保
山

彩

香

宮

本

飛

鳥

八

坂

幸

枝

吉

田

恵

第
５
区

足

立

裕

太

井

上

崇

稔

田

嶋

大

地

田

中

良
太
朗

平

野

龍

樹

福

島

寛

修

山

邊

晃

司

井

上

愛

井

上

真

希

松

山

優
里
香

第
６
区

熊

本

悠

佑

熊

本

裕

太

寺

﨑

優

人

天

野

友
莉
子

大

畑

穂

波

園

木

華
代
子

林

有
祐
実

福

永

菜
津
美

第
７
区

A
D
H
IK
A
R
I
R
U
P
E
N
D
R
A

上

田

誠

勝

松

田

涼

平

井

田

明

里

鶴

田

茜

舟

木

春

菜

吉

田

麻
由
美

第
８
区

井

上

翔

海
老
原

佑

真

古

賀

涼

太

田

島

亮

棚

町

広

大

寺

井

大

雅

福

田

雅

斗

森

悠

輝

栁

川

力

也

篠

原

茜

中

島

志

野

第
９
区

北

村

大

将

島

添

威

田

口

和

樹

成

冨

圭

亮

福

永

隼

也

増

田

賢

人

松

田

耕

作

松

元

航

村

上

純

磐

浅

壱

美

關

菜
美
子

田

口

奈
穂
子

靏

ち
あ
き

中

島

彩

中

村

舞

前

川

美

緒

山

中

絢

佳

吉

田

紫

里

第
10
区

長
谷
川

拓

輝

村

田

和

真

渡

部

悠

基

德

永

明
日
香

菅

英

愛

第
11
区

秋

山

隆

聖

天

野

和

昭

埋

金

亮

太

江

口

勇

也

金

子

惇

悠

川

口

大

貴

草

場

興

起

重

松

直

弥

林

健

太

松

藤

克

也

安

永

龍

弥

池

内

あ
ゆ
み

岩

永

亜
紗
美

上

村

紗

弓

後

藤

優
里
花

酒

井

美

咲

田

島

美

涼

時

あ
お
い

林

礼

佳

原

竹

歩

長

岡

萌

西

村

彩

夏

成
人
お
め
で
と
う
!!

成
人
お
め
で
と
う
!!

成
人
お
め
で
と
う
!!

今
年
は
基
山
町
で
２
２
６
人
の
若
者
が
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
担
い
手
と
な
る
新
成
人
の

皆
さ
ん
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
、
希
望
を
持
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
名
簿
(
敬
称
略
)
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第
12
区

池

浦

大

地

久
保
山

紘

至

福

田

強

生

古

川

孟

牟

田

隼

輔

五
反
田

未

央

原

田

智

可

第
13
区

古

賀

愛

達

立

川

昂

志

中

村

雄

紀

橋

本

真

後

迫

育

代

川

越

朝

美

木

戸

宏

美

熊

谷

か
お
り

靏

香

利

柴

田

華

帆

波
多
江

有

香

舟

木

由

香

第
14
区

上

田

雄

大

金

丸

悟

史

末

村

泰

樹

副

田

篤

志

鳴

尾

聡
一
郎

西

村

友

宏

福

永

優

平

正

木

慎

也

安

永

悠

稀

山

口

大

登

脇

内

誠
志
郎

天

本

久
美
子

有

馬

な
な
み

上

田

怜

奈

大

霜

美

波

大

城

美
有
紀

大

野

藍

齋

藤

友

貴

下

川

り

さ

白

土

菜
美
子

髙

木

あ
さ
み

服

部

彩

香

第
15
区

大

坪

新

平

柿

本

遵

史

國

武

充

権

藤

早

保

中
壽
賀

萌

子

長

田

紗

季

東

野

諒

子

山

下

美

悠

第
16
区

青

栁

有

哉

芦

原

泰

紀

麻

生

紘

平

麻

生

祥

平

神

田

大

樹

鬼

海

祐

輔

猿

渡

優

樹

初

瀬

康

司

濵

口

遥

大

堀

聡

介

松

永

将

弥

元

山

和

貴

内

竹

絢

可

加

茂

真
由
子

古

賀

し
ず
く

小

山

真
智
子

木

原

瑞

穂

佐

藤

優

永

利

優

里

山

本

恵

未

第
17
区

井

上

崇

生

大
久
保

健

太

岡

義

倫

加
世
堂

将

樹

勝

山

亮

高

柳

裕

也

田

中

和

徳

松

尾

健

斗

本

松

拓

馬

山

口

隼
次
郎

横

尾

槙

哉

江
野
畑

陽

子

古

谷

友

香

竹

川

和

希

野

中

瞳

美

林

華

子

樋

口

愛

佳

藤

田

詩

織

藤

吉

里

彩

盈

七
生
子

村

田

雪

菜

門

司

望

里

４
月

・
都
市
計
画
道
路
白
坂
久
保
田
線
全
線
開
通

・
町
水
道
事
業
が
佐
賀
県
東
部
水
道
企
業
団

へ
統
合

・
長
葉
山
自
然
の
森
に
多
目
的
広
場
完
成

５
月

・
分
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
３
区
︵
一
般
︶

11
区
︵
壮
年
︶
が
優
勝
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
２
区
が
優
勝

６
月

・
基
山
町
の
自
然
を
産
業
廃
棄
物
等
か
ら
守

る
対
策
本
部
を
設
置

７
月

・
｢

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
﹂
を
制
定

・
ジ
ェ
イ
ミ
ー
プ
レ
ー
ス
ク
さ
ん
を
中
学
校

英
語
指
導
助
手
と
し
て
迎
え
る
。

８
月

・
連
日
の
真
夏
日
で
全
国
的
に
水
不
足
に
な

る
。
基
山
町
で
も
﹁
渇
水
対
策
本
部
﹂
が

設
置
さ
れ
る
。

・
12
時
間
の
断
水
が
開
始
さ
れ
る
。
︵
26
日
︶

・
﹁
粉
石
け
ん
製
造
機
﹂
を
購
入

９
月

・
自
衛
隊
に
よ
る
基
山
町
総
合
公
園
造
成
工

事
完
了

10
月

・
都
市
計
画
道
路
小
倉
・
小
松
線
が
完
成

１
月

・
成
人
式
２
８
１
人
の
新
成
人
が
誕
生

・
町
社
協
で
、
阪
神
大
震
災
、
災
害
義
援
金

を
受
付
け

２
月

・
第
５
回
基
山
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

で
吉
岡
た
す
く
さ
ん
が
講
演

・
な
や
み
ご
と
相
談
箱
・
相
談
電
話
を
教
育

委
員
会
、
各
学
校
に
設
置

３
月

・
基
山
中
学
校
２
５
６
名
、
若
基
小
学
校
１

４
５
名
、
基
山
小
学
校
１
４
１
名
が
巣
立

つ
・
け
や
き
台
駅
前
に
駐
輪
場
が
完
成

新
成
人
が
生
ま
れ
た
１
９
９
４
年
︵
平
成
６
年
︶
４
月
か
ら
１
９
９
５
年
︵
平
成
７
年
︶
３
月

に
基
山
町
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

20
年
前
の
基
山
町
の
出
来
事
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償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
は
︑
土
地
や
家
屋
の

ほ
か
に
償
却
資
産
︵
事
業
用
資
産
︶

に
つ
い
て
も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
︒償

却
資
産
と
は
会
社
︑
商
店
︑
駐

車
場
︑
ア
パ
ー
ト
︑
農
業
な
ど
事
業

を
営
ん
で
い
る
企
業
や
個
人
が
︑
そ

の
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構

築
物
︑
機
械
︑
器
具
︑
備
品
な
ど
を

言
い
ま
す
︒
ま
た
︑
太
陽
光
発
電
設

備
も
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
場
合
は

個
人
所
有
で
も
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
︒

毎
年
１
月
１
日
︵
賦
課
期
日
︶
現

在
に
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
︑
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
︵
地
方
税
法
第
３
８
３
条
︶
︒

申
告
書
等
を
作
成
の
う
え
︑
２
月
２

日
︵
月
︶
ま
で
に
︑
税
務
住
民
課
に

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

な
お
︑
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い

方
︑
新
た
に
町
内
で
事
業
を
始
め
ら

れ
て
申
告
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
︑

税
務
住
民
課
固
定
資
産
税
係
に
申
告

書
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

税
務
住
民
課

固
定
資
産
税
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
８
︵
直
通
︶

基
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
の
緑
地
面
積
率
及
び
環
境
施
設
面
積
率
の

緩
和
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
(意
見
募
集
)に
つ
い
て

本
町
で
は
︑
﹁
企
業
立
地
の
促
進

等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法

律
﹂︵
企
業
立
地
促
進
法
︶
に
基
づ
き
︑

工
場
立
地
法
の
特
例
措
置
を
活
用
し
︑

基
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
の
緑
地
面

積
率
及
び
環
境
施
設
面
積
率
の
緩
和

を
行
う
た
め
︑
条
例
の
制
定
を
検
討

し
て
い
ま
す
︒

今
回
︑
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
︒

▽
募
集
期
間

１
月
22
日
(
木
)
～
２

月
13
日
︵
金
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

提
出
様
式
は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
︑
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
︒
郵
送
︑
Ｆ
Ａ

Ｘ
︑
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
持
参
で
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
注
意
事
項

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
︑

個
別
の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

企
画
政
策
課

総
合
政
策
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

Ｅ
メ
ー
ル

s
e
is
a
k
u
-
3
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

基山町では、まちづくり活動を行う団体を支援

する目的で、まちづくり基金事業に取り組んでい

ます。

まちづくり基金事業とは、自主的・継続的に基

山町内でまちづくりのための非営利活動に取り

組む活動団体へ、年間20万円を限度として補助金

を交付する事業です。（同一の団体に対しては、

３年を限度とします）

今回、まちづくり基金事業を活用して３年目を

迎えた団体の活動報告会を下記のとおり開催し

ます。

▷報告会の内容

・活動団体の活動報告

・まちづくり基金の概要説明

・佐賀県未来創造基金からのお知らせ

・その他

▷開催日時

１月23日（金）

午後２時〜

▷開催場所

町民会館 ２階 小ホール

▷その他

報告会は一般の方も参加いただけます。参加

を希望される方は、当日会場にお越しください。

※問合せ先 企画政策課 協働推進係

電話９２―２１８８

基山町まちづくり基金事業活動報告会を開催します
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第47回衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査  小選挙区選出議員選挙比例代表選出議員選挙 
12月14日（日）に第47回衆議院議員総選挙・第23回最高裁判所裁判官国民審査が執行されました。投票結

果及び開票結果は次のとおりです。

投票区
当日の
有権者数

小 選 挙 区 比 例 代 表 国 民 審 査

投票者数 投票率 投票者数 投票率 投票者数 投票率

第１投票区
(1,772)

1,764
1,141 64.39% 1,141 64.39% 1,111 62.98%

第２投票区 846 542 64.07% 542 64.07% 527 62.29%

第３投票区 717 436 60.81% 436 60.81% 416 58.02%

第４投票区 530 358 67.55% 358 67.55% 348 65.66%

第５投票区 4,320 2,787 64.51% 2,787 64.51% 2,674 61.90%

第６投票区 1,309 788 60.20% 788 60.20% 760 58.06%

第７投票区 1,287 731 56.80% 731 56.80% 711 55.24%

第８投票区 493 332 67.34% 332 67.34% 316 64.10%

第９投票区 1,479 920 62.20% 920 62.20% 897 60.65%

第10投票区 1,618 928 57.35% 928 57.35% 908 56.12%

合 計
(14,371)

14,363
8,963 62.37% 8,963 62.37% 8,668 60.35%

小選挙区選出議員開票結果

届出番号
候補者届出

政党の名称
氏 名 得票数

1 自由民主党 岩田 かずちか 4,256

2 民 主 党 原 口 一 博 3,665

3 日本共産党 古 賀 まこと 877

最高裁判所裁判官国民審査開票結果

裁判官名
罷免を可と

する投票

罷免を可と

しない投票

鬼 丸 かおる 746 7,584

木 内 道 祥 769 7,561

池 上 政 幸 766 7,564

山 本 庸 幸 665 7,665

山 﨑 敏 充 736 7,594
比例代表選出議員選挙名簿届出政党等得票数

届出番号 政 党 等 名 得票数

1 日 本 共 産 党 801

2 次 世 代 の 党 153

3 幸 福 実 現 党 35

4 生 活 の 党 105

5 公 明 党 1,139

6 維 新 の 党 1,037

7 自 由 民 主 党 3,205

8 社 会 民 主 党 354

9 民 主 党 1,980

※上段（ ）書は、小選挙区・比例代表の当日有権者です。（在外有権者を含めた数です）
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昨
年
は
水
城
が
、
今
年
は
基
肄

城
・
大
野
城
が
築
造
か
ら
１
３
５
０

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
６
６
３
年
の
白
村
江

の
敗
戦
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
我

が
国
防
衛
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
１
３

５
０
年
前
と
い
う
大
昔
に
、
当
時
の

日
本
は
、
国
家
の
危
機
を
克
服
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
国
防
策
を
と
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
朝
鮮
半
島
に
最
も
近
い

九
州
北
部
の
防
備
を
固
め
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

一
帯
に
防
人

さ
き
も
り

と
烽
火

の

ろ

し

を
配
置
し
、
博

多
湾
沿
岸
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

軍
事
と
九
州
を
統
括
す
る
大
宰
府
を

内
陸
部
に
移
す
と
と
も
に
、
こ
の
防

衛
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
百
済
の
亡
命
官
人
の
指
導
の
も

と
、
百
済
最
後
の
都
で
あ
る
扶
余
を

モ
デ
ル
と
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

山
や
河
川
な
ど
、
自
然
地
形
を
最
大

限
に
利
用
し
た
も
の
で
し
た
。

博
多
湾
に
面
す
る
福
岡
平
野
か
ら

南
方
向
へ
行
く
と
二
日
市
地
峡
帯
と

い
う
、
東
西
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
最

も
平
野
部
の
狭
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島

線
や
国
道
３
号
線
、
さ
ら
に
高
速
道

路
な
ど
の
主
要
路
線
が
集
中
し
て
お

り
、
博
多
湾
か
ら
南
下
し
て
九
州
内

陸
部
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
衝
地
で
す
。

こ
こ
を
遮
断
す
る
よ
う
に
、
水
を
貯

え
て
敵
の
正
面
に
あ
た
る
北
側
に
、

幅
60
ｍ
も
の
濠
を
備
え
た
高
さ
10
ｍ

に
も
及
ぶ
水
城
を
造
り
、
さ
ら
に
西

側
の
谷
間
を
小
水
城
で
塞
い
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
防
御
線
と
し
て
こ
の

南
東
部
に
大
宰
府
を
置
き
、
国
防
の

た
め
の
拠
点
と
し
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
北
側
に
隣
接
し
て
大
野
城
を
造

り
、
北
︵
博
多
湾
側
︶
の
守
り
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ
か
ら
南

へ
約
10
㎞
の
地
点
に
は
、
基
肄
城
を

造
り
、
し
か
も
基
肄
城
の
南
東
麓
の

古
代
官
道
が
走
っ
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
ル
ー
ト
沿
い
で
、
現
在
国
道
３

号
線
が
通
る
Ｊ
Ｒ
基
山
駅
の
北
側
で

は
、
水
城
と
同
じ
目
的
で
南
側
か
ら

の
敵
の
侵
攻
に
備
え
る
た
め
に
、
関

屋
土
塁
・
と
う
れ
ぎ
土
塁
を
造
る
こ

と
で
、
南
︵
有
明
海
側
︶
の
守
り
と

し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
宰
府
の
南
北
に

あ
る
軍
事
・
交
通
等
の
重
要
な
所
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
水
城
あ
る
い
は
小
水

城
・
大
野
城
・
基
肄
城
と
い
う
守
り

の
拠
点
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

延
び
る
天
然
の
険
し
い
丘
陵
は
自
然

の
城
壁
と
し
て
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
よ

う
に
廻
り
、
大
宰
府
を
囲
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
地
図
や

航
空
写
真
か
ら
も
容
易
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

︵
左
図
参
照
︶

昨
年
頃
よ
り
、
本
格
的
に

取
組
ん
で
お
り
ま
す
、
水

城
・
大
野
城
・
基
肄
城
１
３

５
０
年
事
業
の
﹁
今
、
つ
な

が
る
水
の
城
、
山
の
城
﹂
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

１
３
５
０
年
の
時
を
越
え
た

関
係
地
域
間
の
交
流
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
が
、
古
代
の
重
要
な
国

防
拠
点
で
あ
っ
た
大
宰
府
の

防
衛
線
と
し
て
も
、
水
城
・

大
野
城
・
基
肄
城
は
つ
な

が
っ
て
い
た
の
で
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑥

大
宰
府
の
防
衛
線

基肄城航空写真（背後に大野城跡・水城跡)

大宰府を囲む主要史跡位置図
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基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
案
内

｢
基
肄
城
を
考
え
る

︱
基
肄
城
と
は
何
か
︱
｣

佐
賀
県
市
町
交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続
き
は
お
早
め
に

～
受
付
は
２
月
２
日
︵
月
︶
開
始
で
す
～

私
た
ち
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

基
山
︵
き
ざ
ん
︶
に
所
在
す
る
基
肄

城
跡
は
︑
我
が
国
の
城
郭
を
考
え
る

上
で
も
︑
特
に
価
値
の
高
い
国
宝
級

の
史
跡
と
し
て
︑
昭
和
29
年
に
国
の

﹁
特
別
史
跡
﹂
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
基
肄
城
が
︑
今
年
で
築
造
か

ら
１
３
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

る
こ
と
を
記
念
し
て
︑
皆
様
に
基
肄

城
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
︒

内
容
は
︑
水
城
・
大
野
城
・
基
肄

城
を
中
心
と
し
て
︑
最
新
の
発
掘
調

査
の
成
果
な
ど
を
も
と
に
︑
基
肄
城

と
は
何
か
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で

す
︒皆

様
に
は
︑
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
︑
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

▽
日
時

２
月
14
日
︵
土
︶

午
後
１
時
～
５
時

(
正
午
よ
り
受
付
開
始
︶

▽
会
場

町
民
会
館

大
ホ
ー
ル

▽
主
催

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

事
業
実
行
委
員
会

※
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
︑
万
一
の
場

合
に
備
え
る
﹁
佐
賀
県
市
町
交
通
災

害
共
済
﹂
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
︒

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
申
込
書
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
︑
掛
け
金
を
持

参
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
昭
和
20
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
70
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
︑

町
が
掛
け
金
を
負
担
し
ま
す
が
︑

加
入
手
続
き
は
必
要
で
す
︒

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
広
報
１
月
15

日
号
と
一
緒
に
全
世
帯
に
配
布
し

て
い
ま
す
が
︑
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
︒

▽
掛
金

５
０
０
円
︵
一
人
あ
た
り
︶

▽
共
済
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
︵
4
月
1
日

以
降
に
加
入
さ
れ
た
方
は
︑
お
申

込
み
の
翌
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
︒
︶

▽
共
済
対
象

交
通
事
故
が
原
因
で

10
日
以
上
入
通
院
し
た
場
合

(
歩
行
中
の
単
な
る
転
倒
・
転
落

事
故
の
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
︒
︶

▽
見
舞
金
額

最
高
１
０
０
万
円

▽
受
付
開
始
日

２
月
２
日
(
月
)
～

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

猫に対する苦情が多く寄せられています。以前か

ら野良猫に対する苦情が多く、無責任な餌やり等で

一定の場所に住み着いてしまい、排泄物による臭い

や衛生面で、多くの人が迷惑しているのが現状です。

排泄物の処理や、これ以上猫が増えない処置（不妊・

去勢手術）等ができないのであれば、決して野良猫

に餌を与えないでください。

また、最近飼い猫による苦情も多く寄せられてい

ます。飼い主の方は責任ある飼育に心掛けてくださ

い。

【適切な猫の飼い方】

屋内飼育が基本です。

●ご近所のごみ荒しや、他の家の敷地での排泄、鳴

き声等の迷惑行為を防ぐことができます。

●交通事故や感染症、怪我や迷子等を防ぐことがで

きます。

●知らない間に妊娠することを防ぐことができます。

【屋内飼育の留意点】

●食事、トイレ、遊び、休憩の場所を設けましょう。

●排泄のしつけをしましょう。屋外で排泄していた

猫も根気強くしつければ、屋内の決まった場所で

排泄するようになります。

●窓、ドア等の開閉に注意して逃げ出さないように

注意しましょう。

※問合せ先

農林環境課 生活環境係

電話９２―７９４１

猫 は 屋 内 で 飼 い ま し ょ う
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ま
ち
づ
く
り
基
金
事
業
﹁
冬
の
省

エ
ネ
節
電
セ
ミ
ナ
ー
カ
フ
ェ
と
Ｍ
Ｏ

Ｍ
Ａ
ア
ー
ト
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

▽
日
時

２
月
７
日
︵
土
)

午
後

２
時
～
５
時

▽
場
所

町
民
会
館

１
階

第
一

会
議
室

(
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山

町
宮
浦
６
６
６
︶

▽
参
加
費

５
０
０
円
︵
お
茶
菓
子

代
と
し
て
・
セ
ミ
ナ
ー
無
料
︶

講
師
兼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：

岡
崎

大
輔
︵
お
か
ざ
き

だ
い

す
け
︶

林

真
実
︵
は
や
し

ま
み
︶

過
去
２
回
開
催
し
て
好
評
だ
っ

た
︑
冬
の
省
エ
ネ
節
電
セ
ミ
ナ
ー

カ
フ
ェ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美

術
館
で
誕
生
し
た
対
話
型
ア
ー
ト

鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
で
す
︒

お
う
ち
の
暖
房
や
テ
レ
ビ
を
消

し
て
集
ま
り
︑
心
温
ま
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
実

行
委
員
会

電
話
０
９
０
︱
１
１
９
３
︱
３
７

１
７
︵
ハ
ヤ
シ
︶

ま
ち
な
か
公
民
館
で
は
︑
１
月
23

日
︵
金
︶
か
ら
２
月
４
日
︵
水
︶
ま

で
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
デ
ジ
カ
メ
写
真
展
と
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
で
描
い
た
シ
ェ
ー
プ
ア
ー
ト
展
を

開
催
し
ま
す
︒
た
く
さ
ん
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所

電
話
９
２
︱
０
０
２
５

参
加
者
募
集
!!
省
エ
ネ
と

ア
ー
ト
鑑
賞
の
コ
ラ
ボ
カ
フ
ェ

︻
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
実
行
委
員
会
︼

｢
ま
ち
な
か
公
民
館
﹂

展
示
会
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
︼

鳥栖地区広域市町村圏組合では、「介護予防講演会」を開催します。みなさん、奮ってご参加くだ

さい。①、②の講演はどちらも入場無料になります。（事前申込み不要）

①みやき町

▷テーマ：「認知症を知り、共に生きる」

▷講師：公益社団法人 認知症の人と家族の会

代表理事 髙見 国生氏

▷日時：１月25日（日）

午後２時〜午後４時

▷場所：みやき町こすもす館 多目的ホール

②上峰町

▷テーマ：「あなたの笑顔がみんなの元気」

▷講師：日本笑い学会

副会長 昇 幹夫 氏

▷日時：２月２日（月）

午後２時〜午後４時

▷場所：上峰町民センターホール

※問合せ・申込み先

鳥栖地区広域市町村圏組合 電話８１―３１１１

︿
有
料
広
告
﹀

介 護 予 防 講 演 会 が 開 催 さ れ ま す
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平成27年７月開催予定の「第28回きのくに祭り」におけるイベント（催事）を企画・運営され

る団体を募集いたします。

◯開催日 ７月18日（土）を予定

◯募集内容

☆対象団体 第２部（午後５時30分〜７時30分の時間帯）でイベントの企画・運営を希望され

る団体（個人・任意団体等問いません）

※第１部の催事内容は平成26年度の開催内容を記載

☆実施要件（留意事項）

・地域の振興発展に寄与する内容のイベントを企画してください。

・イベントの企画・運営等は応募者が自主的に行ってください。

・イベント実施の際は、入場料や観覧料を徴収しない形式にしてください。

・イベントを利用した物品などの販売は行わないでください。

・イベント実施は、ステージ上及びステージ前スペースで行ってください。

・ステージは自由に使用できますが、音響照明等設備の使用については別途協議が必要とな

ります。

※イベントの内容やスケジュールの都合で多少時間の変更がありえますが、２時間の枠は変

わらない方向で検討します。

◯申込み方法

商工会及び基山町役場企画政策課に備え付けの「申込書」に必要事項を明記のうえ、期限まで

に商工会へ提出してください。

応募された内容は、実行委員会にて書類審査を行います。

◯申込み締切 中間締切 ２月27日（金）

最終締切 ３月31日（火）

※問合せ先

きのくに祭り振興会事務局（基山町商工会内）

電話９２―２６５３

開始時間 終了時間 きのくに祭りイベント内容

午後１時 午後１時50分
第１部

開会式（パレード・もちまき）

午後２時 午後５時15分 つなひき大会（大人・子供）他

午後５時30分 午後７時30分 第２部
この時間帯にイベントの運営を行っていただ

きます

イイイイイイイベベベベベベベベンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトをををををををを 催催催催ささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるる 体体体体体体体等等等等等等等等きのくに祭り 募集についてイベントを開催される団体等
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※
受
講
場
所
は
︑
①
・
②
が
久
留
米

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︑
③
が
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

電
話
予
約
後
︑
申
込
書
･
案
内
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
︑
ご
入
金
を

お
願
い
し
ま
す
︒

先
着
順
に
受
付
︑
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留

米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
４
２
︱
４
３
︱
２
９
６
４

コース名 期間・曜日・時間帯 内容 対象者 定員 受講料

①ISO14001内部
監査員養成

2/10・2/17 火曜日
午前９時30分〜午後４時30分

(6H×2回=12H)

ISO14001の要求
事項と内部監査の

目的等

内部監査員
候補者

20人
20,000
円

②エクセルマク
ロ＆VBA入門

2/7〜3/28 土曜日
午後６時〜９時
(3H×7回＝21H)

マクロとVBAの
基礎知識習得

エクセルの
基本操作が
できる方

19人
16,000
円

③ガス溶接
技能講習

2/15・2/22 日曜日
午前８時45分〜午後５時
(7H×2回＝14H)

福岡労働局長登録
講習(第24号)

溶接作業
従事者

30人
9,000
円

久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

【
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
】

︻
確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ
︼

▽
平
成
26
年
分
所
得
申
告
に
お
け
る

医
療
費
控
除
適
用
時
の
高
額
療
養

費
等
の
金
額
に
つ
い
て

所
得
税
及
び
町
県
民
税
の
申
告
の

際
︑
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場

合
は
︑
﹁
平
成
26
年
中
に
支
払
わ
れ

た
医
療
費
等
の
総
額
﹂
か
ら
﹁
保
険

金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
﹂
を

差
し
引
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
︑
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
は
︑

﹁
高
額
療
養
費
﹂
及
び
﹁
高
額
介
護
合

算
療
養
費
﹂
の
対
象
と
な
ら
れ
た
場

合
の
支
給
額
が
﹁
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
﹂
と
な
り
ま
す
︒
︵
下
図
参
照
︶

※
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
は
︑
そ
の
給
付
の
目
的
と
な
っ

た
医
療
費
の
金
額
を
限
度
と
し
て

差
し
引
き
ま
す
の
で
︑
引
き
き
れ

な
い
金
額
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ

て
も
他
の
医
療
費
か
ら
は
差
し
引

き
ま
せ
ん
︒

平
成
26
年
分
の
申
告
で
医
療
費
控

除
を
予
定
さ
れ
︑
平
成
26
年
中
に
﹁
高

額
療
養
費
﹂
及
び
﹁
高
額
介
護
合
算

療
養
費
﹂
の
支
給
を
受
け
ら
れ
た
方

は
︑
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
担
当
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▽
社
会
保
険
料
控
除
用
の
﹁
納
付
済

額
︵
通
知
書
︶
﹂
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
︑
平

成
26
年
中
に
納
付
さ
れ
た
全
額
が
所

得
申
告
に
お
け
る
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

平
成
26
年
分
の
申
告
で
社
会
保
険

料
控
除
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
︑

納
付
額
が
不
明
な
方
は
︑
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合

業
務
課

給
付
係

電
話
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
︼

【図】医療費控除の対象となる金額

保険金などで補てんさ

れる金額

｢10万円」または「総所得金額等

の合計額の５％」のいずれか少

ない方の金額

医療費控除額


(最高200万円)

平成26年中に支払った医療費の総額

※後期高齢者医療制度では「高額療養費」、「高額

介護合算療養費」が対象となります。

︿
有
料
広
告
﹀
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借金返済のために別の業者からさらに借り入れ、借金が雪だるま式に膨れ上がり、返済に追われ、生

活が困難になってしまったという相談が寄せられています。

佐賀県消費生活センターでは、弁護士や司法書士と連携し多重債務問題の解決に向け、相談者の方に助

言等を行っています。

●相談事例１

引っ越し費用を、消費者金融２社から借り入れた。返済のために借入れを繰り返し、90万円程になる。

借りては返すの繰り返しで大変なので、債務整理したい。

●相談事例2
転職活動中に生活費をサラ金３社から借り入れた。他に奨学金とエステ代金の返済があって、毎月の支

払いが困難になっている。

●相談事例3 子どもの教育ローンを２社から借り入れた。月１０万円の収入のうち７万円を返済しなけ

ればならないが滞っている。残債務３００万円の返済が困難だ。

●多重債務問題は解決できます。一人で抱え込まずに早めに相談しましょう。多重債務問題には、

４つの債務整理方法があります。

佐賀県消費生活センターでは、多重債務に係る問題点を整理して、必要に応じて関係機関や弁護士・司

法書士を紹介するなど、解決に向けて色々なアドバイスをしています。 不明な点があれば、佐賀県消

費生活センターにご相談ください！相談は無料です。

消費生活相談専用

佐賀市天神３－２－１１（アバンセ３階くらしの安全安心課内）

電話０９５２－２４－０９９９

相談時間：午前９時～午後５時（土、日曜日・祝日も受付）

多重債務問題を解決しましょう

こんな相談が寄せられています

消費生活センターからのアドバイス

① 任意整理
地方裁判所を通さず、債権者（貸し主）

と話し合いをして、借金の返済方法や金

額を決め直します。通常は弁護士や司法

書士に依頼します。

② 特定調停
簡易裁判所に申し立てをして、調停委員

の仲介を受けながら借金の返済方法や金

額を決め直します。

③ 個人再生手続
地方裁判所に申し立てをして、借金の一

部を３年間程度で支払うことを条件に、

残りの借金を免除してもらう方法。

④ 自己破産
地方裁判所に申し立てをして、全財産

を債権者に分配して、残りの借金を全額

免除にしてもらいます。

佐賀県消費生活センター
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平成26年12月17日（水）15区公民館でおもちゃ（ぱたぱた）作りが行われました。

子どもの居場所作り教室で作ったおもちゃをお孫さんのために、そしてその両親にも作ってもらい

たいというテーマで開催されました。

参加者は「簡単に作れておもしろい」、「これで孫と一緒に楽しみたい！」と大好評でした。

15区でおもちゃ（ぱたぱた）作りが行われました

平成26年12月16日（火）７区公民館でシニアの集いが開催されました。

野菜やお米、チャリティー品の販売、基肄城築造1350年記念スライドショーによる講演、マンドリン

クラブの演奏、ウクレレ漫談などたくさんの人で、とても盛り上がりました。

チャリティー販売等の売り上げは社会福祉協議会に寄附しております。

第６回 ７区シニアの集いが開催されました

詳細は基山町ホームページ（http://www.town.kiyama.lg.jp/）にも掲載しています。

広報誌「広報きやま」への有料広告募集中

（お問い合わせ先）基山町役場　企画政策課　総合政策係　９２－２１８８

掲載料　５，０００円／枠（１回掲載）※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日の４０日前までにお申し込みください。
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平成26年12月12日（金）、鳥栖地区たばこ販売対

策協議会の基山地区販売店の方による基山町民会

館周辺の清掃活動が行われました。

鳥栖地区たばこ販売対策協議会では、１年に６回

社会貢献のための環境美化活動を行っています。

鳥栖地区たばこ販売対策協議会による

町内の清掃活動が行われました

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
附
︼

︹
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
︺

▽
基
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
収
益
金

１
２
８
︐
０
３
６
円

▽
７
区
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

２
８
︐
７
６
２
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
中
村

稔

12
区
︵
亡

英
子
︶

▽
大
久
保
フ
ヂ
エ

丸
林
西
︵
亡

裕
晴
︶

▽
天
本

正
弘

丸
林
東
︵
亡

ヒ
サ
コ
︶

▽
江
口

憲
治

四
ツ
角
︵
亡

山
下
ヒ
サ
ヱ
︶

▽
原

光
子

東
千
代
町
︵
亡

敏
行
︶

▽
吉
松

経
治

末
広
︵
亡

惠
美
子
︶

▽
天
本

広
次

池
ノ
坂
︵
亡

シ
ヅ
コ
︶

▽
白
水

靜
代

西
長
野
︵
亡

保
市
︶

▽
酒
井

恵
明

中
園
︵
亡

カ
ツ
ヨ
︶

▽
大
久
保
敏
幸

丸
林
西
︵
亡

シ
ツ
カ
︶

▽
的
野
知
歌
子

東
脇
田
︵
亡

良
則
︶

(
敬
称
略
)

シ
ャ
キ
ッ
と
れ
ん
こ
ん
き
ん
ぴ
ら

材
料

４
人
分

れ
ん
こ
ん
200
ｇ
︑
人
参
50
ｇ
︑
ご
ま
油
大
さ

じ
２
︑
Ａ
︵
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１
と
１
／
２
︑

砂
糖
大
さ
じ
１
︑
酒
大
さ
じ
１
︑
赤
唐
辛
子

１
本
︶︑
ご
ま
大
さ
じ
１

作
り
方

①
れ
ん
こ
ん
と
人
参
は
︑
皮
を
む
き
３
㎜

厚
さ
の
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
︒︵
れ
ん

こ
ん
は
水
に
さ
ら
す
︒︶
赤
唐
辛
子
は
種

を
取
り
︑
小
口
切
り
に
す
る
︒

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
熱
し
︑
よ
く

水
切
り
し
た
れ
ん
こ
ん
を
入
れ
︑
透
き

通
る
ま
で
炒
め
る
︒

③
人
参
を
加
え
ざ
っ
く
り
と
混
ぜ
な
が
ら

炒
め
る
︒

④
Ａ
の
調
味
料
を
加
え
炒
り
煮
に
し
︑
最

後
に
ご
ま
を
ふ
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
113
㎉
︑
た
ん
白
質
1.6
ｇ
︑
脂

質
5.1
ｇ
︑
塩
分
0.7
ｇ

白
菜
の
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ

材
料

４
人
分

白
菜
200
ｇ
︑
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
40
ｇ
︑
ベ
ー
コ

ン
40
ｇ
︑
Ａ
︵
中
華
だ
し
の
素
大
さ
じ
２
︑

水
400
㎖
︶︑
塩
こ
し
ょ
う
少
々
︑
牛
乳
100
㎖
︑

Ｂ
︵
片
栗
粉
大
さ
じ
１
︑
水
大
さ
じ
２
︶

作
り
方

①
白
菜
は
ざ
く
切
り
に
す
る
︒
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
茹

で
て
お
く
︒
ベ
ー
コ
ン
は
１
㎝
幅
に
切

る
︒

②
鍋
に
Ａ
を
煮
立
た
せ
︑
白
菜
と
ベ
ー
コ

ン
を
入
れ
て
塩
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え

る
︒

③
牛
乳
を
加
え
︑
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
た
ら

Ｂ
で
と
ろ
み
を
つ
け
︑
最
後
に
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
加
え
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
75
㎉
︑
た
ん
白
質
3.8
ｇ
︑
脂

質
５
ｇ
︑
塩
分
0.6
ｇ

基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
︑

町
の
委
託
を
受
け
︑
９
月
～
１
月
に
各
区

の
方
々
を
対
象
に
料
理
講
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す
︒

今
回
の
内
容
は
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
﹂
で

す
︒生

活
習
慣
病
は
日
々
の
生
活
の
積
み
重

ね
で
発
症
し
ま
す
︒
特
に
食
生
活
の
影
響

は
大
き
い
の
で
︑
日
頃
か
ら
の
食
事
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
で
す
︒

主
食
︑
主
菜
︑
副
菜
の
３
つ
の
お
皿
を
意

識
し
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

＊
他
の
献
立

ご
飯
︑
魚
の
香
味
ソ
ー
ス
︑
さ
つ
ま
い
も

団
子

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

今
月
の
料
理

生
活
習
慣
病
予
防

普
及
料
理
講
習
会
よ
り

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

広
報
き
や
ま
平
成
26
年
12
月
15
日
号
３

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
平
成
25
年

分
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明

書
︵
申
告
用
︶
に
つ
い
て
及
び
︑
平
成
27
年

１
月
１
日
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

﹁
ほ
う
げ
ん
ぎ
ょ
う
﹂
の
お
知
ら
せ
記
事
中
︑

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
お
詫
び
し
て

左
記
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
︒

▽
平
成
26
年
12
月
15
日
号

﹃
タ
イ
ト
ル
﹄

(
正
)
平
成
26
年
分
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
証
明
書
︵
申
告
用
︶
に
つ
い
て

(
誤
)
平
成
25
年
分
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
証
明
書
︵
申
告
用
︶
に
つ
い
て

﹃
本
文
中
﹄

(
正
)
平
成
26
年
中
の
保
険
料
を
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
て
納
付
い
た
だ
い
た
方

︵
※
年
金
天
引
き
の
み
の
方
は
︑
平
成
26
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
︑
お
送
り
し
ま
せ
ん
︒
︶

(
誤
)
平
成
25
年
中
の
保
険
料
を
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
て
納
付
い
た
だ
い
た
方

︵
※
年
金
天
引
き
の
み
の
方
は
︑
平
成
25
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
︑
お
送
り
し
ま
せ
ん
︒
︶

▽
平
成
27
年
１
月
１
日
号

﹃
タ
イ
ト
ル
﹄

(
正
)
｢
ほ
ん
げ
ん
ぎ
ょ
う
﹂
の
お
知
ら
せ

(
誤
)
｢ほ
う
げ
ん
ぎ
ょ
う
﹂
の
お
知
ら
せ
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０

新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢新友禅の謎」

佐伯 泰英／著 角川春樹事務所刊

政次・八百亀・弥一が、空っ風とかか

あ天下で有名な上州にも出向き、大活躍

する。粋で豪奢な友禅に秘められた男と

女の熱い想いを描く、大ベストセラーシ

リーズ切望の第二十五弾。

｢ラブスター博士の最後の発見」
アンドリ・S・マグナソン／著 東京創元社刊

他の人々とテレパシーのように直接通信できる「鳥信号」、

最高の相性を持つ結婚相手を自動的に計算してくれる「イ

ンラブ」。謎めいた科学者ラブスターの数々の大発明により、

世の中はすっかり様変わり。優しくてちょっぴり奇妙な世

界の終わりと再生の物語。2012年ディック賞特別賞受賞。

｢認知の母にキッスされ」

ねじめ 正一

｢山賊の娘ローニャ 前

編」 宮崎 吾朗／監督

｢ゼロから始めるトライア

スロン入門」

白戸 太朗／監修

｢エゴの力」 石原 慎太郎

｢すべてがＦになる」

森 博嗣

｢あえて、つながらない生

きかた」 高野 登

｢おひとりを不安０で生き

抜く女子貯金」

横山 光昭

｢マララさんこんにちは」

ローズマリー・マカーニー

基
山
町
役
場

企
画
政
策
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
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図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/

や
っ
た
ね
！
歯
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん

～
保
健
セ
ン
タ
ー
～

11
月
の
３
歳
児
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︑
む
し
歯
が
無
か
っ
た
子
ど
も
達
を
12
月
15
日
号
と

１
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
︒

(
50
音
順
)

基山町立図書館では、佐賀県内・

福岡県内の図書館の本もお取り寄

せできます。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

２月１日（日）午前９時30分より

児童室にて

｢おめんです」

いしかわ こうじ／作・絵

｢ゆーきーこんこん」

長野 ヒデ子／作 堀川 真／絵

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９
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